Effect of BHC Applied in Water of Paddy Field against the Rice Stem Borer, Chilo suppressalis Walker by 岡崎, 勝太郎 et al.
Title水田の灌漑水に施用したBHC剤のニカメイチユウに対する防除効果について
Author(s)岡崎, 勝太郎; 菊地, 実; 船迫, 勝男




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
防 虫 科 学
ワモン-1キプ')の蛾では水剤処理D約1時間後に.
粒では約3時間後に,その半数が田伏するが,その時





































2) Jandorf,B.J. land P.D.McNamura:J･





















IEffectofBIIC Applied inWaterOEPaddyFieldAgainsttheRiceStem Borer,Chilo
Suメ少ressalisWalker. Katsutaro OJEA芳AEl, Mlnoru KtKt:CIII, and.Kats10 FUFAliASAl-A
(MiyagiAgriculturalColege,Sendai).ReceivedDec.31,1956.Botyu･Kagaku22,196-199,1957,
(with Englishr色sum色,199).
33･ 水田の澄渡水に施用した BIIC対のニカメイチユウに対する防除効果につし､て 岡崎
勝太郎 ･菊地実 ･船迫肪刃 (宮城県凸業態期大学)31.12.31受理＼






田面或は水面に落下する1-tl峡 は,実際に轍作を行った 節2化糊に47.4%,粉剤の勘合は節2化卿 こ32.2%
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供試薬剤 ･. 苑剤が稲の茎矧 こ直接か 'ゝることを防 ･
止するために粉剤 を避けて全部絞剤を用いた. 即ち
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decreased significantly in the treated plbtS
tIlanthatoftheur.treatedp一ots.Accordinglothe
direrence between me formu一ations ofBHC
emulsions,significantlydiferenteffectivenesswas
seen.Inth9CaSeSuch as the injured parts
causedbythericestem borerextendstotJPPer
andloweroftheleve一oftileirrigated-waterin








34･ 熱抵抗の発達と消失に関する考案 高温の殺虫作n]に関する研究､第17報 持久正夫 (広払
出菜短期大学 応用見出学研究室)31.12.31受理
蔑 ん で 暴 川 忠 曹 博 士 の せ 稀 を 祝 質 し奉 る.
アズキゾウムシ成虫の熱抵抗がその出の発育中の環境氾庇の村道で変動する現象, 及び共のD7i囚に
関する悶血を取扱った.高い氾皮で発育した成虫は熱延抗が増加する.然し低い温度に灰せば大て
い熱抵抗がもとに捕る. この原因としては個体の高温に対する調掛;F用と,熱抵抗の弱い佃休の高
温による淘汰とが考えられるが,そのいずれであるかを吟味した.
生物が吉机､温皮の下で育つと耐熱性が高くなること
が古くから知られている.近年著者4･5)の研究に於い
てヒトスジ､シマカ Ae-desalbopL-cEus 幼虫の耐熱聾
は夏季では高く,春秋では低いこと,実験室内で高い
氾庇で幼虫期を飼育したアズキゾウムシCalosobru-
Chuschz.nensis成虫は, 低い温度で飼育したものよ
I)耐熱生の高いことが確められた･
またこの位な原因は古くから熱に弱い個体が消械し
†こ結果ではなくて,個体が耐熱性を班和した執 こ依る
と言われ軍',生物組抱の含有')ビッドの融点増大と言
う生理的現象に帰した研究もあるlJ. 著者は前記のア
ズヰゾウムシの研究からやはり個休が屯按配庇に適応
するためであって,､個体の含有粗脂肪の伽 口をその原
田と考えたが,更にこれらを椛める為の実験を企てた･
実験に用いた昆虫はアズキゾウムシで,次の諸点を明
か!こする謁の実頃を行った･ (1)300溝 鼠より350
定温に移して飼育を続けると世代の進むにしたがい昆l
虫の耐熱性はどのように変動するか.(2)350氾庇飼
育にrt:り耐熱牡が脚大したものを300定氾に付して飼
育した場合その昆虫の耐熱性に変化があるか. (3)
350飼符系統には伝te発育中の兜死胴体が390.飼育糸
統よりも多いか.これと耐熱性変異の附とは村田があ
るか.(4)350飼育系統は高温の為に繁箔カが既下す
るか. (5)300飼育系統をその発育期間の途中に砧い
氾艦に移した場合でも耐熱姓は増大するか. (6)300
飼育系統をその発育期間中に熱死をおこす高温480に
2時間曝露し,取り出してからもとの300で飼育を統
け羽化したものは耐熱姓が高いか.(7)昆虫休の粗脂
肪含有率の変動状態.
各種飼育系統の耐熱性の差異
300及び 350の定温で毎代飼育をつゞけたもの.
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